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現現場場でで着着目目すすべべききポポイインントトとと水水辺辺のの見見方方

本章では、自然共生川づくりをすすめるにあたって、河道特性1（水理特性、環境特性）を

把握するために必要な「現場で着目すべきポイントと水辺の見方」について解説します。 

また、自然共生工法のカテゴリ区分毎に、現場で着目すべき構造と環境要素を自然共生研

究センターなどの既往研究成果を紹介して、解説します。 

１．中小河川における自然共生川づくりと現場で着目すべきポイントと水辺の見方 

中小河川の川づくりにおいては、改修に際して、現況流下能力の数倍の流量を改修目標と

することがあります。その際、河積の大幅な拡大が求められる場合がある一方で、周辺の土

地利用等多くの制約の理由により、限られた川幅のなかで深く掘り下げるような河道計画と

なってしまう例が見受けられます。一律の断面で直線的な計画で水際を護岸で固めるなどの

改修が行われると、川の流れが固定化し、多様な河川環境の復元が困難になるとともに、洪

水時の流速が増加して、さらに河床が洗掘されるなど、治水上も課題が残る場合があります。 

こうした現状を改善すべく、国土交通省河川局では、“現在の河岸やみお筋が良好な環境

を形成している場合には、現況の平面形や横断形にならい、それをできるだけ保全すること

としたうえで、改修後の流速をあまり増加させないこと“、また、”河岸・水際部の計画・

設計にあたっては“治水機能の確保とともに、河岸・水際部が本来有する河川景観及び自然

環境面での機能が十分発揮されるように行うこと”を基本として、多自然川づくりの考え方

を整理し、「中小河川に関する河道計画の技術基準」を策定しました。（ポイントブックⅢ p.1

より）

「中小河川に関する河道計画の技術基準」のポイントについて、次表に示します。 

1 多自然川づくりポイントブックⅡでは、「河道特性」を「水理特性」と「環境特性」に分けて整理しています。

本書では、ポイントブックⅡとの整合をとり、水理特性と環境特性の２つに分けて整理しました。
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「中小河川に関する河道計画の技術基準について」のポイント(平成 22年 8 月 9日付け) 

 対象河川       流域面積が概ね200km2未満、河川の重要度がＣ級以下の河川 

計画高水位の設定 ・掘込河川の計画高水位は、地盤高との差をできるだけ小さく設定 

法線及び川幅 

・みお筋の自然環境が良好な場合は法線を極力変更しない 

・流下能力の増大には原則として川幅拡幅で対応 

・河岸の自然環境が良好な場合は原則として片岸拡幅 

横断形 

河床幅 ・川らしい良好な自然環境を形成するため、河床幅を十分確保 

河岸ののり勾配 
・河床幅が横断形高さの３倍以上確保できる場合には２割以上を採用 

・川幅が小さい場合は、河床幅を確保するため５分程度を採用 

河床掘削 
・川幅の確保が困難な場合には、平均的な掘削深として60cmを上限 

・河床掘削する場合には、現況縦断形を平行移動 

縦断形 
・床止め等の横断構造物は必要最小限の箇所に設置 

・河床掘削する場合には、現況河床を平行移動 

粗度係数 ・現況が良好な状況の河川では、現況と同程度の粗度係数を設定 

管理通路 ・管理用通路 ・管理用通路の幅、必要性を検討 

アクセス ・適切な間隔で階段、坂路等を設置 

維持管理 ・地域住民、市民団体等との連携・協働による順応的管理 

基本的な考え方 
・河岸・水際部が本来持つ河川景観及び自然環境面での機能が十分発揮さ

れるように行う 

護岸設置の必要性 
・護岸は必要な箇所に限定して設置 

・対象箇所の河岸域の河道特性を踏まえて必要性を判断 

護岸の環境上の機能 

の確保 

・のり肩・水際部に植生を持つことが原則 

・直接人の目に触れる部分は極力小さくとする 

・周辺と調和した明度、彩度、テクスチャーを有する 

・護岸ののり肩、水際線等の境界の処理は、目立たず周囲と調和 

・生物の生息・生育場所の植生基盤となりうるを空隙を持つ 

・生物の生息・生育に適した透水性・保水性を持つ 

水際部の環境上の機能の

確保 

・植生の基盤となる土砂堆積を確保し水際部変化を与える 

・根固めはできるだけ露出しない高さに設置 

堀込河川の護岸のり肩 ・環境上の貴重な空間となる天端のり肩にできる土羽の空間の確保 

ＣＯ2発生抑制 ・現地発生材料を用いた工法の検討などＣＯ2発生抑制の観点に留意 

河畔樹木 
・良好な河畔樹木の保全 

・河畔樹木の設置の積極的な検討 
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下の図は、自然共生川づくりを実行するための概略の流れを示したものです。 

この中で、現況の河道特性の把握を行い、目標を設定し、全体計画の基本的な河道形状を

検討する過程は、自然共生川づくりを行う際に最も基本的な事項です。 

そのため、水理特性や環境特性などの現況河道特性の把握は、河道計画の内容に大きく影

響を及ぼすことから、十分に調査・検討を行う必要があります。 

特に、地元調整等においては、「水理特性の整理」として、以下に示すような条件を先に

絞り込んでから、意見聴取に望めるようにした方が、手戻りがなく実務的と思われます。 

① 治水上の制約条件が厳しいものは、この程度の工夫ができると数案を示し、その範囲

で意見を聴く。 

② 治水上の制約がさほど厳しくないものは、工夫の余地が十分あるので、より自由度を

持って意見を聴く。 

（多自然川づくりポイントブックⅢ p.7 より） 
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本章では、具体的にどのような項目に着目し、環境上価値のあるものが何か検討するため、

現場で着目すべきポイントと水辺の見方について解説します。 

特に「環境特性」について、川の営みを生かした川づくりを目指すためには、保全すべき

環境要素や治水上の課題を見つけ、現地の地形構造を良く観察することが重要です。 

さらに、「中小河川に関する河道計画の技術基準について（河岸・水際部の計画・設計に

関する基本的考え方を追加する改訂）」を踏まえて、河岸・水際部の計画・設計における留

意点についても今回の改訂を紹介します。 

なお、岐阜県で進めている自然共生工法と連携を図るため、本書では横断地形区分に着目

しました。本書と自然共生工法のカテゴリーとの関係は次のようになっています。 

「水理特性の整理」 

２．水理特性の整理 

「環境特性の整理」 

  ①自然環境 

３．川の働きで形成される多様な地形構造（河床形態を見抜く） 

４．瀬・淵構造（水域部の着目点） 

５．水際の構造（水際部の着目点） 

６．河畔林など良好な風景について（陸域部の着目点） 

  ②景観・歴史・文化 

  ③利用 

７．背後地及び周辺の土地利用と景観への配慮 

（景観・歴史・文化・利用の観点） 

８．上下流の状況 ～どういう川の姿を参考にするか～ 

「河岸・水際部の計画・設計について」 

９．河岸・水際部の計画・設計のポイント 

「災害復旧事業に対応した内容」 

10．河川環境特性整理票（Ａ表の作成） 
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２．水理特性の整理 

河道計画や設計にあたっては、「川の働きによって形成される複雑な地形を保全・回復す

る」、「川の働きを許容する空間を確保する」、「川の連続性を保全回復する」ことを可能

とするような平面形・縦横断形を設定することが必要です。 

そのため、河道の水理特性に関して、主に以下の様な資料整理を行い、その特徴を把握す

ることが必要です。 

① 平面形・縦・横断形の最新測量成果より周辺の土地利用状況、堤内地盤高、各断面の

横断形高さ H0(H.W.L の水面幅)・川幅 B0 (H.W.L から平均河床高までの水深〉、縦断

勾配、横断構造物の位置、セグメント区分、現況流下能力、流速、掃流力等の諸元を

把握する。 

② また、平均年最大流量・被災実績、改修経緯や粗度係数を設定するための洪水時の痕

跡水位や河床材料(代表粒径)もあわせて把握するのが望ましい。 

③ 現況流下能力の把握にあたっては、粗度係数の設定が重要である。粗度係数の設定は、

洪水時の痕跡水位等から逆算する、河床材料から推定する、あるいは一般的な値を採

用する等など各手法の特徴や適用性を十分に踏まえ適切な方法を選定することが重要

である。 

④ 現況流下能力の把握は不等流計算もしくは等流計算により行う。また、現況流下能力

の評価水位は計画高水位とする。 

⑤ 算定した各地点の現況流下能力をもとに、流下能力図を作成し、現況河道の河積の過

不足を明らかにする。 

⑥ また、横断形のチェックを行う際の比較に使用するために、現況流下能力の計算結果

をもとに流速や掃流力の縦断分布についても整理する。 

現況河川の水理特性図を次に示します。 
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① 現況川幅 Ｂ0の把握 

現況川幅Ｂ0とは、主に流下能力確保の観点から最低限必要とされる平均的な改修川幅Ｂ

1を検討するために整理するものです。 

これまでの中小河川における河川改修では、周辺の土地利用など多くの制約を受けるこ

とから、結果的に限られた川幅の中で深く掘り下げるような河道計画となり、一律の断面

で直線的に計画されるとともに、水際は護岸で固めている河川が多く見られました。 

そのような結果として、川の流れが平瀬化、固定化し、川の作用によりもともと形成さ

れていた多様な河川環境の復元が困難になるとともに、洪水時の流速が増加して河床が洗

掘されるなど、治水上も課題が残る場合もありました。 

これからの川づくりにおいては、河川が有している自然の復元力の活用を可能とするた

め、流下能力を増大する場合の河積の拡大は、原則として拡幅によって行い、河床掘削は

避けることが望ましいとされています。 

また、川幅を広く確保することは、環境面だけでなく、河床の安定、構造物の整備と維

持管理に要する費用など、コスト面でも有利になる側面があります。 

中小河川において拡幅を基本とする河積の拡大を行う場合には、下図に示すように、改

修前の流量と改修後の計画流量との比（Ｑ1／Ｑ0）をもとに、改修後の流速が改修前より

あまり大きくならないような川幅を検討することが基本となります。つまり、流量が 2倍

になれば、改修川幅Ｂ1は、改修前の川幅Ｂ0の概ね 2倍として検討することになります。 

ただし、ここで設定する改修後の川幅Ｂ1は、主に流下能力確保の観点から最低限必要と

される平均的な川幅を示したものなので、川幅Ｂ1を出発点として、社会的、経済的な観点

からの実現性などをふまえて河道計画を策定することが必要です。 
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② 現況流下能力の把握 

現況流下能力とは、現在の河道の状況（堰の存在や砂の堆積状況等）における、河道の

断面積に対して、どれくらいの洪水を安全に流せるのかを流量であらわしたものです。 

また、現況流下能力を流下能力図に整理することによって、河道のネック箇所や、全川

的な治水安全度バランスを把握し、現況河道の治水上の課題・問題点を明らかにすること

ができるので、河道計画を検討する前に必ず行う必要があります。 

なお、計画高水位の設定は、現況の堤防高から余裕高を引いた高さを基本としますが、

掘込河川においては堤内地盤高を基本とします。 

これは、上流部の掘込河川の流下能力を過小評価したために、河道を過度の掘込河道と

して改修して、計画規模を上回る洪水が下流の築堤区間に流下することを防ぐためです。 
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③ 等流計算・不等流計算 

等流計算、不等流計算は、現況流下能力の算定や、河道計画において、洪水が流れたと

きの、川の水位や流速を計算する手法のことです。 

等流計算は、河道の形状（勾配、断面など）にあまり変化がなく、水深、流速が概ね一

定とみなせる区間で使用できる簡易な計算方法です。等流計算を行う場合は、常流・射流

の区別必要なく、平均流公式（マニング式など）だけで計算できます。 

一方、不等流計算は、河道の形状（勾配、断面など）に変化があり、水深、流速が一定

とみなせない区間で用いられる計算方法です。 

不等流計算は連続式とエネルギー保存則を用います。具体的には計算する区間にいくつ

かの断面を設けて、断面毎に水深と断面平均流速を逐次的に計算していきます。このとき、

流れが常流の場合は下流から上流に向けて順次計算するのに対し、射流の場合は逆に上流

から下流に向けて順次計算します。そのため、不等流計算では常流と射流の判定が必要に

なるわけです。 

世の中に完全な等流は存在しませんが、断面が一定で勾配も一定であれば、流れを等流

とみなして、等流計算で十分な答えが得られると思います。 

○等流と不等流 

・等 流･･･流速や水深が場所的にも変化しない流れをいいます。一定断面、一定勾配で

摩擦抵抗も一定の水路で生じる流れです。 

・不等流･･･流速や水深が場所的に変化する流れをいいます。場所によって断面が変化し

たり、勾配が変化したりすると生じる流れで、ごく一般的に見られる流れで

す。 

○常流と射流 

例えば、水面に真上から小石を落とした場合を考えましょう。小石を投げ込んだ点に

は小さな乱れが発生するでしょう。この小さな乱れのことを擾乱といいます。擾乱によ

って水面に波が発生します。水が静止している状態では、その波は同心円上に広がりま

す。 

それでは、流れがある状態ではどうなるでしょうか。波は上流側よりも流れとともに

下流側に広がることが理解できるでしょう。流れの流速がどんどん速くなるにつれて上

流への波の広がりは小さくなり、波が伝わる速度より流速の方が速くなると、ついには、

上流へは全く広がらなくなります。 

擾乱による波が上下流に広がるような流れを常流、下流だけに広がるような流れを射

流といいます。一般に、常流は、水深が深く流速が遅い流れで、緩勾配の水路で見られ

ます。逆に、射流は、水深が浅く流速が速い流れで、急勾配の水路や、堰きとめられた

流れが勢いよく流れるような箇所（急縮部）で見られます。 
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常流か射流かはフルード数（Fr）で判定できます。擾乱による波は、孤立波とか小重

力波とよばれますが、この波の波速（ｃ）は、次式で表されます。 

ｃ＝√(ｇＤ) 

ここに、ｇ：重力加速度、Ｄ：水理学的水深 

水理学的水深（Ｄ）は、矩形断面の開水路の場合、流水断面積（Ａ）を水面幅（Ｂ）

で除した値、すなわち、Ｄ＝Ａ／Ｂです。 

流速（Ｖ）と波速（ｃ）の比をフルード数（Fr）といいます。すなわち、 

Ｆｒ＝Ｖ／√(ｇＤ) 

ここで、常流では擾乱による波が上下流に広がるので、Ｖ＜ｃ、すなわち、Ｆｒ＜１

になり、射流では擾乱による波が下流だけに広がるので、Ｖ＞ｃ、すなわち、Ｆｒ＞１

になります。また、Fr＝1 の流れを限界流といい、限界流の水深を限界水深、限界流が

生じる水路勾配を限界勾配といいます。 

○水位に影響を与える要素 

水位に影響を与える要素としては、下表に示すような項目が挙げられますが、検討手法

により考慮できるものとできないものがあります。 

これからの川づくりでは、治水面だけでなく、環境面にも配慮した河道計画、つまり、

一様な定規断面による河道計画ではなく、現況河道形状を重視し、実際の水理現象の再現

性が高く、比較的精度良く水位を評価できる不等流計算が望ましいといえます。 

直轄の大河川ではこれらの項目のうち、ほぼ全てを必須項目として水位計算に取り込ん

で河道計画を策定していますが、中小河川では計算に必要な資料の制約もあることから、

検討目的、計算手法により検討項目を適宜、選定することが必要です。 

ただし、以下の場合については、等流計算により水位を計算することができます。 

（ⅰ）急流河川で、常に射流が現れる 

（ⅱ）特に河川構造物も無く、横断面形及び河床勾配が変化しない 
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ここで、射流が現れる目安となる河床勾配（限界勾配）は、フルード数Ｆｒ＞1の条件

の下、マニング式より次式で求めることができます。 

Ｉ＞ｎ2ｇＲ-1/3

ここで、Ｉは河床勾配、ｎは粗度係数、ｇは重力加速度、Ｒは径深です。 

仮に粗度係数を 0.03～0.05、径深を 1～3ｍ、重力加速度を 9.8ｍ／ｓ2とすると、射流

が現れる河床勾配は、Ｉ ＞ 1／164～1／140 程度になります。 
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④ 粗度係数について 

粗度係数は、水が接している河床や河岸の粗さの影響を表す係数です。 

特に中小河川では、河岸が潤辺（法長＋河床長）に占める割合が大きいため、河岸が植

生で覆われているか、護岸が整備されているかなど、河岸の状況によって粗度が大きく異

なることに注意することが必要です。 

例えば、粗度の大きい河畔林や河床の巨礫を伐採、撤去し、河岸にコンクリート護岸を

整備すると、耐浸食性が増し、側方浸食を防ぐことができるようになる一方で、粗度係数

が小さくなり、流速が増加するために河床の洗掘を助長して被災することもあります。 

そのため、河道計画にあたっては洪水時の流速が改修前よりも大きくならないようにす

るため、現況の植生、河床材料などを勘案して、適切な粗度を設定する必要があります。 

粗度係数については、洪水時の痕跡水位から逆算する、河床材料から推定するなどの方

法がありますが、中小河川では一般にこうしたデータが得られない場合があります。 

そのようなときには、「河川砂防技術基準（案）調査編」や「美しい山河を守る災害復

旧基本方針」に示される一般的な粗度係数や、類似河川の事例などを参考に粗度係数を設

定することになります。 

●「河川砂防技術基準（案）調査編」における代表的な粗度係数の値 

「河川砂防技術基準（案）調査編」では、単断面的な河道における粗度係数ｎのおおよ

その範囲を、次のように示しています。 
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●「美しい山河を守る災害復旧基本方針」における粗度係数の考え方 

単断面の中小河川では、河床材料の他に河岸のり面粗度の影響も無視できないので、河

床部、高水敷部と護岸部（のり面部）に分けて粗度係数（ｎ）を設定し、これらを合成し

て求める合成粗度係数（Ｎ）を用いるものとしています。 

このうち、河床部の粗度係数を求める方法の一つとして、河床部の代表粒径（河床材料

の平均的な粒径）と粗度係数の関係として、下表を与えています。 

また、護岸部の粗度係数についても、護岸構造と粗度係数との関係として、下表を与え

ています。 
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⑤ 掃流力について 

掃流力とは、流れによって河床面にせん断力が作用し、河床の土砂を押し流そうとする

力です。 

河川改修において、十分な拡幅をせずに河床を掘り下げると、水深の大きな川となり、

その結果、掃流力が増して、河床低下が進行し易くなります。河床が低下すると護岸が被

災し、復旧や後追い的な構造物対策を繰り返すといった悪循環に陥り、結局は三面張り構

造になってしまいます。 

また、土砂供給量が多く堆積傾向にある川では、川幅を広くすると掃流力が小さくなり、

堆積が進んで流下能力が低下する可能性があります。 

そのため、河道計画を検討する際には、流下能力の確保や維持管理が容易な安定した河

道形態が保たれるように、現況ならびに計画河道の掃流力を確認する必要があります。 

●改修後の河道における掃流力のチェック 

河床幅の設定に際しては、洪水時に限界掃流力以下とならないようにすることを目安に、

河床材料と水深・流速の関係から以下のように、その妥当性をチェックします。 

代表粒径 dRに対する無次元掃流力τ*Rを求め、τ*R≧0.05 であることを確認する。 

τ*R＝ｕ*
2／s*ｇ*dR

ｕ* ：摩擦速度 

ｓ ：河床構成材料の水中比重（≒1.65） 

ｇ ：重力加速度 

ｄR ：河床構成材料の代表粒径（ここでは 60％通過粒径 d60とする） 

ここで、 

ｕ*＝（ｇ*ＨL*Ｉe）
0.5

ＨL ：平均年最大流量（もしくは 1/3 洪水流量）時の平均水深 

Ｉe ：平均年最大流量時の不等流計算結果によって得られるエネルギー勾配 

限界掃流力τ*c：掃流力が河床にある土砂を押し流そうとしたとき、河床にある土砂は

底面での摩擦力をうけこれに抵抗する。掃流力がこの摩擦力より小さい

場合には土砂は移動せず、摩擦力より大きくなると土砂は活発に移動す

るようになる。この 2つの力が釣り合った状態が、土砂が移動を開始す

る限界であり、このときの掃流力を限界掃流力という。 

無次元掃流力τ*：河床に作用する掃流力を無次元化した量。河床材料や捨石などの移

動のし易さを示す指標として用いられる。 
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●簡便な河床変化のチェック（河道計画検討の手引き p154） 

整備後の河床変化について、簡便には平均年最大流量時のｕ*を算出し、現況ｕ*からの

変化をもとに将来的な河床変化傾向をチェックすることができます。 

整備後のｕ*が現況ｕ*の 0.85～1.15 倍であれば、整備後の河床は安定すると判断できる

とされています。 

なお、整備後の河床安定の判断基準（現況ｕ*の 0.85～1.15 倍）は、図に示す人工改変

後（低水路拡幅や河床掘削等）の河道応答状況から求めたものです。 

ただし、ｕ*を算出するためのエネルギー勾配Ｉeについては、河道特性が同一と考えら

れる区間の平均的なＩeを用いることが望ましいとされています。 

なお、低水路改変の規模が大きく、河床縦断形状の変動傾向が懸念される場合には、河

床変動計算により、河床変動予測を行うことが必要です。 

計算方法の詳細については、水理公式集、河川砂防技術基準（案）調査編等を参照して

ください。 
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●河道の安定の見方（河道計画検討の手引き p63） 

現状の河道が安定していることの確認は、原則として過去 10年間程度の河道測量資料と、

砂利採取等の人為的な影響を判断する資料や、河川横断構造物の建設状況をもとに実証的

に判断する方法や、過去から現在までの空中写真から判断する方法があります。 

河道測量資料等から判断する場合は、平均河床高の変化と低水路幅の変化を総合的に見

て、低水路の安定性について判断を行うことが重要であり、平均河床高の変化から判断す

る場合には、セグメント毎に異なるが、10年間で 30～40cm 程度以内の変化を一つの目安

とすることができます。 

また、空中写真から判断する方法とは、同一区間の過去から現在までを空中写真を古い

順番に並べ、撮影年次の異なる空中写真間で生じたイベント（大規模出水、砂利採取、河

川構造物の設置、河川整備等）を、空中写真の横に記述する方法です。 

この方法を用いれば、洪水による砂州の移動現象や低水路法線の変化、河川構造物の整

備による影響などを把握することができます。 

●土砂生産量の多い川、少ない川の見分け方（中小河川における多自然型川づくり p12） 

 ○土砂生産量の多い川 

災害復旧助成事業は、河川又は海岸の災害が激甚であって、災害復旧工事のみでは十分

な 

土砂生産量の多い川 

①上流の土砂生産源に関して急峻な山がある。

・土砂生産源に崩壊地帯がある。

・土砂生産源に風化地帯がある。

②河床材料に関して

・様々な粒径の河床材料から構成されている。

・細かい河床材料(砂、砂利等)が目立つ。

・河床がアーマー化していない。

③河床形態に関して

・砂州や砂礫堆が発達している。

土砂生産量の少ない川 

左記に該当しない河川、および次の項目に該

当する河川は土砂生産量が少ない。

①河道内植生に関して

・沈水植物や抽水植物等の河道内植生が多い

(河道が安定していることを示す)。
②地形に関して

・当該河川よりも大きな掃流力を持つ河川が

つくった沖積地上を流れている。
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⑥ 河道特性の流程区分 

川を区分するときは、上流・中流・下流とよぶのが一般的です。しかし、どこまでが上

流でどこからが中流なのか厳密にいえば明らかではありませんし、同じ下流でも場所によ

って川の状況や棲んでいる生き物がずいぶん違うことがあります。 

このように、上流・中流・下流ということばだけでは、川の姿を正確に表すことはでき

ません。そこで、現在ではより客観的にとらえるため、川の勾配や地形に着目した「河川

工学的な区分（セグメントによる区分）」と、川に棲む生き物や流れの様子、地形に着目

した「河川生態学的な区分」の２つの面からの区分方法が用いられています。（参考：川

の生物 p10） 

河川の縦断方向の区分は分野により用語が異なりますが、各分野で用いている用語の対

応は下の図を参照してください。 
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●河川工学的な区分 

河川工学では、川をセグメントとよぶ区間に分けます。セグメントとは川でほぼ同じ勾

配を持つ区間の集合です。川の地形は水の流れる勾配に左右されます。勾配が変わると水

流の速さが変わり、浸食・運搬・堆積のバランスも変わります。このため、ほぼ同じ勾配

を持つ区間では川の地形や河床材料（川底の石や砂）の特徴がだいたい似てきます。 

このような河床勾配がほぼ同一である区間は、河床材料や河道の種々の特性が似ており、

これをセグメントと呼んでいます。 

これを地形区分に照らしあわせて考えると、上流の山間地域を一つのまとまりとしてセ

グメントＭ、山間部を出て扇状地を流下する区間をセグメント１、その下流の平野部に至

る中間地（自然堤防帯）をセグメント２、さらに河口近くの三角州河道に相当するセグメ

ント３に区分されます。（参考：川の生物 p11） 

（出典：河道計画検討の手引き p61） 
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●河川生態学的な区分 

河川生態学では、可児藤吉（1944）が提案した方法が広く用いられています。この分類

では、川の「淵：深くて流れの遅い部分」と「瀬：浅くて流れの速い部分」に着目し、さ

らに瀬を「早瀬」と「平瀬」に区分して、これらの要素が一定の区間でどのように分布し

ているかを基準に川の形態を分類しています。 

瀬や淵の分布を基準にするのは、瀬や淵の作り出す流れの変化やこれに伴う川底の砂や

石の構成が、水中の生物の生活にとても深く関わっているからです。 

典型的な川では、Ａａ型は上流域の山地渓流に、Ｂｂ型は中流域に、Ｂｃ型は下流域に

対応しており、それぞれの型の中間的な領域をＡａ－Ｂｂ移行型、Ｂｂ－Ｂｃ移行型とし

ています。 

瀬や淵の解説については、次項で詳しく述べることとします。 
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３．川の働きで形成される多様な地形構造（河床形態を見抜く） 

前章では「水理特性の整理」、本章以降は「環境特性の整理」について解説します。 

川は浸食、運搬、堆積という働きによって複雑な地形を形成しています。川がつくる変化

に富んだ地形が川らしさであり、多様な生き物の生息・生育・繁殖を支えています。 

自然共生川づくりに際しては、川の働きを生かしながら、複雑な地形を保全・回復する視

点が重要であり、当該区間の河床形態を見抜き、川の働きで形成される多様な地形構造を保

全することが必要です。 

川の働きで形成される多様な地形構造を保全するため、河床形態が変化する可能性につい

て、砂州が形成されるかどうか（中規模河床形態の予測）、砂州により河岸が形成されるか

どうかに着目して、河川の特性の把握と理解に努めてください。 

■川の働きで形成される多様な地形構造を保全する。 

＊川の働きで、瀬や淵、州など変化に富んだ地形構造がつくられる。 

＊川がつくる複雑な地形は流速や水深の変化をもたらし、生物に多様なすみ場を提供し

ている。 

＊川の働きで形成される多様な地形構造を保全回復するよう努める。 

（出典：多自然川づくりポイントブックⅡ p.34） 
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① 河床形態について 

河床の姿を観察すると、砂礫の移動によってさまざまな形態（河床波）が見られ、それ

に応じて流れの様子も異なっています。 

河床波には、小規模河床波と中規模河床波の 2種類があり、ある水理量の範囲では両方

の河床波が共存可能です。 

小規模河床波は、掃流力の変化に伴ってできる波動であり、洪水時の水深や流速によっ

て砂漣、砂堆、遷移河床、平坦河床の順に変わり、さらに流速を大きくすると反砂堆に変

化します。一般的に小規模河床波は中規模河床波よりも規模が小さい河床波です。 

中規模河床波とはいわゆる砂州のことであり、わん曲部で見られる固定砂州（pointbars)

や左右交互に周期的に現れる交互砂州、複列(多列)砂州、うろこ状砂州があります。 

砂州が形成されると、ほぼ直線的な河道でも流れが蛇行したり、深掘れ部が発生する原

因となります。つまり、流れは左右交互に現われる砂州の間を縫うように蛇行して流れる

ため、一方の岸から他方の岸に移る所には浅瀬が生じ、水は対岸にぶつかるように流れ落

ち、水衝部を生ずる。水衝部は河床が洗掘されたり、川岸が浸食され易く、護岸の設置が

必要になることがあります。 

したがって、河川改修においては河床形態が変化する可能性について、砂州が形成され

るかどうか（中規模河床形態の予測）、砂州により河岸が形成されるかどうかを事前に検

討しておくことが重要です。 
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●砂州の形態と発生領域区分 

砂州の形態には、流量や河床条件などによって、交互砂州、多列砂州(複列、うろこ状砂

州)などがあります。 

砂州の形成には川幅と水深(平均年最大流量時の平均水深、複断面水路の場合には低水路

の水深程度の水深)の比が支配的な要因であると考えられています。 

この川幅水深比が 10～20 程度以上であれば砂州が発生し、10～100 程度で交互砂州が形

成されるといわれています。 

また川幅水深比が 70～100 程度より大きくなると、交互砂州から複列砂州に変わり、さ

らに数百になるような扇状地区間ではうろこ状砂州が発生します。 

なお、水深は流量によって変化するものであり、洪水時の水深が砂州の変形を規定する

ことに注意が必要です。例えば砂利河川では、河床材料が全面的に動く程度の水深となる

数年に 1回発生するような洪水によって砂州のスケールが規定されますが、砂河川では小

さい流量でも河床材料が動くため、平水時と洪水時の砂州のスケールが異なり、平水時の

砂州の形態のみで水衝部や深掘れ部を判断することはできません。 

これらの砂州は、直線状の河道であれば、流れの方向に移動するため、砂州の移動によ

って深掘れ部も移動することになります。特に多列砂州を持つ急流河川では、洪水時に砂

礫の移動が激しく、洪水のたび毎に流路が変動します。ところが蛇行する河道では水衝部

が固定され、砂州が前進しないことがあります。 

したがって、川幅が人工的に改変されたり、蛇行の程度を変えたりすると、川幅水深比

が変化することによって、砂州の形態が変形したり、停止していた砂州が移動し始めるこ

とがあるので、砂州が形成されるかどうかについて、把握することが重要です。 

（参考：まちと水辺に豊かな自然をⅡ p8） 
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●砂州と瀬・淵 

河川生態学でいうＭ型の瀬と淵は、河川工学でいう砂州の概念によって、かなりの程度

説明することができます。 

すなわち、瀬と淵は砂州の形成によって生ずるものであり、その形態は水理量のほかに

河道の屈曲、勾配、河床材料によって規定されるものなのです。 

河道が蛇行している所にできる砂州は移動することが少なく、流水は集中と発散を繰り

返して流れることになります。その結果、流れが集中して大きな掃流力が働く所では河床

が深く掘れ、淵（河川工学でいえば水衝部）ができ、流れが発散する所では瀬が形成され

ます。 

特に稼動が大きく曲がっている部分では、真っ直ぐに進もうとしている流れが無理やり

曲げられるため、大きな淵が形成されることになります。このとき、河岸が岩盤など浸食

されにくい材料で構成されていると、その前面に長年にわたって安定した大きな淵が形成

されます。 

また、河川改修などで川幅が拡幅されたり、直線化されたりすると、砂州の形態が変化

したり移動し易くなったりするため、洪水時に流れが集中しにくくなります。したがって、

小さな瀬と淵しか形成されず、河床が平坦化する原因の一つともなると考えられます。 

水衝部などの深掘れの発生は、治水上はデメリットになりますが、魚類などの生息にと

っては必要なものです。したがって、生物にとって良好な淵の規模はどの程度のものか、

またそれは治水上からいえばどの程度の危険性を有しているのか、そしてどのような対策

工をとれば淵の機能をそれほど損わずにすむのかなど、河川工学と河川生態学の立場から

広範囲な検討が必要です。 

図 砂州と瀬・淵の関係（参考：まちと水辺に豊かな自然をⅡ p18） 
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４．瀬・淵構造（水域部の着目点） 

早瀬・淵構造は、魚類等の生息環境として重要な役割を果たしています。 

これまでの中小河川の河川改修では、定規断面により川底を平滑化するケースが多かった

ため、川全体が平瀬状になり、水深や流速、流れ方の多様性が失われ、生物の生息環境が劣

化する場合がありました。 

また、川底を広げたため、主材料の動きが奪われ、低低水路などのみお筋を形成しておく

などの措置が必要となったケースもありました。 

そのため、流路の直線化や画一的な定規断面化、河床の平滑化は避けなければなりません。 

水域部の多様性は、河床形態の多様性、河床材料の多様性と多孔質（浮き石河床）の確保

が重要となります。 

3.の河床形態による水域部の名称（早瀬、平瀬、淵）や瀬や淵のできる条件等を解説し、

川の形の基本的な見方と、現地河川に水域部の多様性を生み出すヒントを紹介します。 

■瀬・淵構造を保全する 

＊淵と早瀬に魚類等が多く生息している。 

＊特に、瀬・淵構造の保全を重視する。 

（出典：多自然川づくりポイントブックⅡ p.34） 
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① 淵と早瀬に魚類等が多く生息している 

早瀬・淵構造は、魚類等の生息環境として重要な役割を果たしています。 

瀬は魚類にとって餌料の供給場所や産卵場所であり、淵は休息場所や避難場所となって

います。 

また淵が消滅したり、小さくなったりすると、瀬も消滅したり、劣悪化したりする場合

が多いといわれています。 

●「瀬と淵」、そして「水辺の植物」。 

魚の生息場所と生息量には密接な関係がある。 

魚類の生息場所を類型化し、これらと魚類の生息量との関係を調べたところ、両者には

定量的な関係があることが分かった。生息量の多少はまず「早瀬、淵」および「平瀬、と

ろ」で二分され、後者はさらに水際植生率の大小によって区分される。結果としては、「早

瀬」「淵」における生息量は他のタイプに比べて有意に大きく、実験河川のような小規模

河川でも瀬と淵の生息量に及ぼす効果が確認できた。 

ARRC NEWS NO.1 2000.9 
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② 瀬と淵の区分について 

上流域にみられる小さな滝の下や中流域の流れの曲り角、また大きな岩のまわりなどに

は淵があり、その間をつなぐ直線的な部分が瀬になっています。そして自然の川では瀬と

淵が交互に存在しています。 

一方、瀬と淵を明確に区分けすることが難しい場合も少なくありません。換言すれば、

瀬と淵が明確に区別できる川には、良好な瀬と淵が形成されているとみなすことができま

す。（参考：まちと水辺に豊かな自然をⅡ p16） 

●河川生態学から見た瀬・淵の類型 

河川生態学から見た分類としては、可児藤吉が提案した区分が一般に用いられています。 

可児は平水時における河川を水深、流速、底質などの状態から瀬と淵に着目して分類し、

さらに瀬を平瀬と早瀬にわけ、この 3要素により類型化しています。 

そして上流から平瀬、早瀬、淵と連なる一組を単位河床形態と名付けました。 

また、可児は、河川の一つの蛇行区間の中に単位河床形態がいくつ出現するかによって、

Ａ、Ｂの 2形態に区分しています。つまり、一つの蛇行区間に多くの瀬と淵が交互に出現

する形態をＡ型とし、主として渓流にみられる瀬は全て早瀬です。これに対し、一つの蛇

行区間内に瀬と淵が一つずつしか出現しない形態をＢ型としました。 

さらに流れの状態に応じて細分し、渓流部で瀬から淵に変わるとき、小さな滝のように

河床が縦断的に連続しないで落ち込む場合をａ型、河川の上中流部で、瀬から淵への流れ

の変化が連続的となりなめらかになるが、河床勾配が急であるため、水面が波立って早瀬

となっている場合をｂ型、下流部で水面の波立ちがほとんどない平瀬となる場合をｃ型と

しました。 

これらを組み合わせて川の形態区分とし、典型的な河川では、Ａａ型は上流、Ｂｂ型は

中流、Ｂｃ型は下流としました。さらにこの 3型の間に移行帯を設けて、Ａａ－Ｂｂ型、

Ｂｂ－Ｂｃ型を加え、一つの水系を 5タイプに類型化することができるとしています。 

（参考：まちと水辺に豊かな自然をⅡ p17） 

図 河川形態の 3つの型（河川の生態学，1972 より） 
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●淵の型 

淵には、その形態と成因から、次の３つの基本形があります。 

Ｓ型（基底変化型、Substrate type）は、川底の固さが異なると軟らかいほうの部分が

えぐられて蛇行点でもないのに淵が生じることがあります。これは、滝つぼの淵が典型と

いえますが、堰や落差工などの下流などにもできることがあります。 

Ｒ型（岩型、Rocktype）は、流れの真っ直な部分に巨大な岩があると、その周囲が深く

えぐられて生じる淵です。また、直線部分の岸につらなる岩盤の一部が突き出ている所が

凹んでいる部分にも深みが生じます。なお、橋脚などの構造物周辺にもできることがあり

ます。 

Ｍ型(蛇行型、Meandertype)は、流れの曲がる蛇行点に形成される淵であり、大規模な淵

はほとんどこのタイプの淵です。 

そのほか、堰堤などの上流側にできるＤ型(Damtype)の淵、本流と接続している淀みなど

にできるＰ型(Pooltype)の淵などがあります。 

（参考：まちと水辺に豊かな自然をⅡ p17） 

注）斜線は岩・岩盤あるいはそれに類似した固い部分を示す。破線で囲われた部分が淵 

図 淵の基本的な 3つの型（河川の生態学，1972 より） 
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③ 瀬と淵のできる条件 

洪水により形成される砂州(砂礫でできた州も含めてこう呼ぶ)がつくる河床の凹凸に対

応して、平水時には瀬と淵ができます。次の 2つの条件が満たされれば、たとえ直線の河

道でも、洪水により自然に砂州ができると考えてよいとされます。 

1 つは、川底の材料(河床材料)が洪水時に動くこと、もう 1つは川幅Ｂと水深Ｈの比Ｂ

／Ｈの値が一定以上であることです。 

図によると、河床材料の動き易さを表す無次元掃流力τ*が 0.05 以上になって、はじめ

て河床材料が動き出すと考えられます。 

河道の拡幅による掃流力減少の度合が大きすぎると、支配的洪水流量（通常、平均年最

大流量程度）においてさえ、τ*が 0,05 以下になってしまい、河床の動きが非常に鈍り、

洪水による砂州の形成作用が極度に弱まります。 

この条件で河床を平坦化させると、砂州形成による瀬・淵の再生に非常に時間がかかる

か、再生自体が全く行われなくなります。 

したがって、洪水の作用による瀬・淵の形成を期待するなら、支配的洪水流量時に河床

がある程度活発に動くようなτ*を確保する必要があります。 

例えば、図から、河床勾配 1が 1/1000 の場合、Ｂ／Ｈ＜30程度の条件では砂州が非発

生となります。この場合にも、やはり洪水により自然に砂州が形成される状況を望むなら、

河道の平面形を適度に蛇行させる必要があります。 

図 水理量の変化と砂州の発生状況（中小河川における多自然型川づくりより） 
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●湾極部の瀬と淵 

河道が大きく蛇行している所では、一般に湾曲部の凸岸に沿って大きな砂州が発達し、

水は凹岸に沿って流れます。このような河道に形成される砂州は、その位置がほとんど変

化しない特徴があります。 

砂州が形成された湾曲部の横断形状は、凹岸側が深く洗掘され、凸岸側に州がついた特

有の形状になるのです。（参考：まちと水辺に豊かな自然をⅡ p10） 

河道湾曲部では、砂礫帯の移動速度が低下し、ある角度以上の偏角からなる蛇行水路で

は砂礫帯の移動は止まることになります。 

この停止限界角度θcは、図に示すように水路の蛇行波長・水路幅比Ｌ／Ｂによって変

化することが実験によって明らかにされており、河川では、θc＝20～25°で河床勾配に関

係しないことが見出されています。 

また、θcの偏角を持っている蛇行水路では、砂礫帯による局所洗掘深は直線水路と同

程度であって、洗掘位置が安定しているとされています。 

河川改修においては、このように蛇行に伴う河道の曲がりに応じて砂州が形成されるこ

とに留意することが必要です。（参考：中小河川における多自然型川づくり p13） 

図 砂州の停止限界角度θｃ（中小河川における多自然型川づくりより） 
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●コラム 自然共生研究センター活動レポート 1999 

瀬や淵のある区間とない区間では、魚類の生息状況はどの程度異なるのでしょうか？   

⇒瀬や淵がある区間では、魚の数も種類も多いことがわかりました。   
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５．水際の構造（水際部の着目点） 

川に棲む生物の生息環境として、水際部の構造が重要です。 

水際植生は、流速の遅い領域を生み出し、仔稚魚の生息場、洪水時の避難場、外敵からの

隠れ家などとして機能します。つまり、水際植生や河畔林は景観的にも重要であるが、生物

の生息環境としても重要なのです。 

また、河川上中流域の河底や河岸には多くの石が存在します。石の形状や配置は流程によ

って特徴がある為、石によって形成される隙間も渓流、谷底河川、扇状地河川では異なりま

す。魚達は各流程に分布する特徴的な間隙を棲家として、今日まで生き抜いてきたのです。 

（参考：石の隙間を利用する魚たち ARRC NEWS NO.9 2007.3） 

これからの川づくりでは、水際域の確保と水際構造の保全・回復が重要となります。これ

までの中小河川の改修においては、画一的な定規断面で水路のような川となったケースもあ

りましたが、今後は川の営みを基本とした自然な水際域を形成するという視点に立つことが

必要です。 

■水際の植生や入り組みなど、水際域の保全回復に努める 

＊水際植生は流速を低下させ水際を暗くする。 

＊水際の入り組みは流速や水深に変化をもたらす。 

＊流速の遅い水際域は、特に仔稚魚の生息環境として重要。 

（出典：多自然川づくりポイントブックⅡ p.34） 

自然共生工法では、水際域の構造を水際植生、水際空隙にカテゴリ分けしているので、そ

の両方の特性を念頭に現場の把握に努めてください。 

水際域の機能については自然共生研究センターの研究成果で、水際部に変化を持たせる方

法についても事例等を紹介します。 



巻末資料 1-31

●河岸域と水際域を区別する RFC vol.62 より 

河岸域とは水域から陸域にかけて法勾配が局所的に大きくなり、その前後の比高差が大

きくなる場所と定義できるだろう。河岸域は短い距離で比高差が変化するため、乾湿条件

を始めとする陸域から水域にかけての遷移区間の実距離は非常に短い。一方、水際域は平

常時における水と陸との境界を含む領域であり、その領域は水位変動に応じて横断方向に

移動する。 

河岸前面（この場合、河岸から見て水域側）に砂州や堆積域が発生しなければ河岸法尻

から法肩（以下、河岸域）にかけて水際域が位置し、河岸域と水際域に場所的なズレはあ

まりない（図－1（上)）。しかし砂州や堆積域があると河岸域は水域から離れてしまい、

河岸域と水際域は一致しなくなる（図－1（下））。この場合、水際域の横断勾配は緩やか

になり、水際域の水域よりの場所では流速が小さく・浅い水域が形成され、陸域よりには

洪水時の攪乱強度・頻度が大きく、湿潤から乾燥へと推移していく遷移領域が形成される。 

図－1 河岸域と水際域の区分 一致する場合（上）、一致しない場合（下） 



巻末資料 1-32 

河岸域と水際域の相対的な位置関係は、多自然川づくりにおいて重要な視点となる。河

岸域と水際域が一致している場合は、陸域と水域が近接しているために陸域に河畔林が分

布すれば、陸域からの餌資源供給・日陰の形成が期待できる。また、河岸そのものの形状

や植物の繁茂状態は水際環境に影響する。一方、河岸域と水際域にズレが生じている場合

には、河岸域の持つ生態的な意義は前者と比較して薄れてくるだろう。この場合は河岸前

面に形成される水際域の形状や植物の繁茂がより重要であり、景観上の配慮を除けば河岸

を改変する場合の留意事項は少なくなると考えて良い。 

ところで、このような河岸域の前面の堆積域の形成、即ち河岸域と水際域に相対的な位

置関係はどのように決まるのであろうか。ズレが生じるかどうかは流程や平面形状によっ

て異なり、河床勾配が大きく、かつ、川幅が一定以上ある区間、湾曲部で湾曲角が大きく、

かつ、曲率半径川幅比が小さい区間では、砂州や堆積域が形成されて、河岸と水際の位置

は不一致となることが多い（写真－2）。また、河口干潟が形成される流程でも同様の現象

が生じる。一方、上記条件に当てはまらない区間では河岸域と水際域は概ね一致し、平常

時における低水路幅と水面幅は同程度となる（写真－2）。 

写真－２ 河岸域前面に水際域が形成されるケース 

交互砂州（左上）、湾曲部内岸寄洲（右上）、両岸に堆積域が形成されるケース（左下）、

形成されないケース（右下） 

右下の例に見られるように川幅が狭く設定されると水際域の形成が抑制される。 
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① 水際植生について 

水際植生について、自然共生研究センターの研究成果などで紹介します。 

●水生生物にとっての水際域の機能 ARRC NEWS NO.6 2003.6 

水際を構成する「陸上部」と「水中部」の植物。水際域の構造と水生生物の生息量には

密接な関係がある。水際は陸上部の植物（陸上カバー）と水中部の植物（水中カバー）に

分けられ、両者の有無は、水生生物（魚類・甲殻類）の分布に影響することが分かった。 

水中カバーがあると、水際の流速が低減し、そして水生生物の隠れ場が提供される。 

そのため、水中カバーの消失は水生生物の生息量に強く影響することが確認できた。 
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●水草の機能を生かす ARRC NEWS NO.10 2008.3 

水草、なかでも沈水植物は水をきれいにし、生き物の住みかとして機能します。 

これらの機能を活用して、湖沼や池の水環境を改善する取り組みが始まっています。 

水草の自然再生も国内外で進められています。 
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●自然共生研究センター活動レポート 2002 

植物の河岸がコンクリート護岸に変わると水生生物はどのように反応するでしょうか？ 

⇒多くの魚類や甲殻類はその区間から移動し、水生生物全体の生息量が小さくなります。 
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●自然共生研究センター活動レポート 2003 

水際植物は水中部と水上部に分かれます。水上の植物は魚にとって必要でしょうか？ 

⇒水上の植物を取り除くと、多くの魚類や甲殻類はその区間から移動し、水生生物全体

の生息量が小さくなります。 
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●自然共生研究センター活動レポート 2003 

代替工作物で水際植物の機能は再現できるでしょうか？ 

⇒水上カバーの効果はみられたものの、水中カバーの効果は見られませんでした。 
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●自然共生研究センター活動レポート 2003 

コイ科魚類の子供たちの構造的な成育場所はどのような場所でしょうか？ 

⇒平水時、増水時でも流れが遅く保たれる「水際のくぼみ」でした。 
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●自然共生研究センター活動レポート 2006 

増水時、水際植生は魚類の定位場所として機能するのでしょうか？ 

⇒機能します。しかし、流量の違いにより程度は異なります。 
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●自然共生研究センター活動レポート 2004 

自然河岸と護岸では、水際の構造や機能はどのように異なるのでしょうか？ 

⇒自然河岸には魚の生息に必要な環境を形成する重要な機能がありました。 
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●自然共生研究センター活動レポート 2005 

水際タイプが異なると、魚類の生息状況に違いはあるのでしょうか？ 

⇒違いがあります。また、流速や川底の状況によっても異なります。 
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② 水際空隙について 

水際空隙について、自然共生研究センターの研究成果などで紹介します。 

●水際機能の重要性 センターレポートより 

石の隙間を利用する魚たち ARRC NEWS NO.9 2007.3 

河川上中流域の河底や河岸には多くの石が存在します。 

石の形状や配置は流程によって特徴がある為、石によって形成される隙間も渓流、谷底

河川、扇状地河川では異なります。 

魚達は各流程に分布する特徴的な間隙を棲家として、今日まで生き抜いてきたのです。 

ARRC NEWS NO.9 2007.3 
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●自然共生研究センター活動レポート 2006 

石の大きさが違うとその隙間を利用する魚類は異なるのでしょうか？ 

⇒定着する魚類は群集レベルで異なってきます。 
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●自然共生研究センター活動レポート 2000 

単調な環境の河川で復元工法を実施すると魚類の生息状況はどのように変化するでしょ

うか？ 

⇒復元工法の実施前後では魚の数・種類ともに増えていることがわかりました。 
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③ 砂州がつくこと、河岸が形成されると予測される場合は配慮不要 

水際への配慮が必要かどうかは、河岸前面に砂州等の堆積域が形成される場合と形成さ

れない場合では異なります。したがって、河岸前面に堆積域が形成されるかどうかを見極

め、堆積域が形成されない場合には、水際域への配慮を行う必要があります。 

堆積域の形成の有無は流域・河道特性と関係し、どのような条件下で形成されるかにつ

いて、ある程度予測できることから、現地調査を踏まえて判断することが重要です。 

堆積域が河岸前面に形成される場合の予測フローを次に示します。 

出典：自然作用を利用した河岸形成につい

て（案）国土交通省中部技術事務所 H17.3 
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●河岸形成の予測フローについて 

河岸形成の予測は、左図に示すフローに沿って行うこととする。まず、本予測方法は、

①セグメント１及び 2-1、2-2 しか適用できない。それ以外は適用外とする。 

その後、②土砂供給量がほとんど無い場合、③平常時水深が植生が侵入できない程深い

場合は無条件で河岸形成しないと判定し、次に、④湾曲部、⑤構造物有り、⑥土砂を捕捉

し植物が侵入する河岸、⑦砂州発生域、⑧大量の土砂供給のいずれかが適合できれば、河

岸が形成すると判定することにした。 

① セグメント分類 

現地踏査の結果、セグメントＭ（山地部石、礫河川）は河床材が動いても植生の繁茂は

大変少なく、セグメント３は河口のデルタ地帯であるため、湛水域や感潮区間となり植生

の進入は期待できない。これによりこのセグメントＭおよび３では河岸形成はほとんど発

生しないことが現地調査で確認されているため、対象外とした。 

次にセグメント 2-2 であるが、河床勾配が緩いとセグメント３に近い状況となり、平常

時湛水している例が見られる。判断は難しいが単純に除外できないため、河岸形成すると

判断した。 

以上より、河岸形成が発生するセグメントとしては、セグメント１～2-1、2-2（一部）

が主であると判断している。 

② 土砂供給量少の判定 

土砂供給量が少ないため、場の条件に関係なく河岸形成しない河川の判定方法。 
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③ 植生侵入抑制水深 

共生センター実験において、砂州等で発生したテラスが発達していくには、植生の繁茂

が重要なことが分かった。よって発生した微高地に植生は侵入するかどうかは、平常時の

水深より微高地が高くなっている必要がある。 

平常時水深が 0.3m 以上であると、植生の侵入が阻害されて、土砂（主に浮遊砂）の堆

積が進行しないため、河岸が発達しない。 

そこで、現場踏査を行い、本川や海への合流上流によりまたはラバーゲートの堰上げ等

により平常時の水深が 0.3m 以上かどうか調査する。 

④ 湾曲部の判定 

湾曲部内湾は、流速の低下が発生し、土砂が 

堆積する。 

現地調査の結果、湾曲部内湾で河岸形成する 

ことが確認されている。 

湾曲部の判断基準として、以下のように設定 

した。 

本資料では湾曲部の判断基準として 

曲率半径ｒ(m)／水面幅Ｂ(m)≦14 

かつ 湾曲角θ≧20 

の場合湾曲部であるとした。 

ここで、水面幅Ｂ＝1/2 年確率流量水面幅(m) 
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⑤ 構造物の有無 

対象箇所に以下の構造物が存在する場合、それがきっかけで土砂が補足され、河床の凹

凸が発生、植生が侵入し、河岸が形成されると判定した。 

⑥ 河岸の構造 

河岸が覆土などにより植生が繁茂している時や、空石積など土砂を捕捉し植生の繁茂す

る護岸は、植生により土砂の堆積を促進し、河岸が形成されると判定した。 

⑦ 砂州発生の有無 

砂州が発生すると、微高地が生じ、その微高地に植生が繁茂し、河岸形成が生じる。 

よって、砂州が発生する条件を河岸形成判断基準とした。 

⑧土砂供給大量 

土砂供給量が大量のため、場の条件に関係なく河岸形成してしまう河川の判定方法。 

（出典：自然作用を利用した河岸形成について（案）国土交通省中部技術事務所 H17.3） 
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④ 法面植生の必要性 

河岸域は法勾配が局所的に大きくなり、その前後の比高差が大きくなる場所と定義され、

陸域から水域にかけての乾湿条件を始めとする環境が非常に短い距離で変化するといえます。 

したがって、河岸に求められる機能として、生物の生息・生育環境・繁殖環境維持のため

には、透水性と保水性の確保は重要と考えられるので、現場においては、次の観点で河岸の

状況を確認することが必要です。 

図 河岸の透水性と保水性を確認する対象範囲（災害復旧実施工法事例集より） 

①法面植生が必要か 

生態系としての魚類、鳥類、昆虫、両生類、爬虫類、哺乳類、甲殻類等への配慮、景観、

背後地との連続性等の理由 

法面植生の生育が必要と判断される場合は、植生生育を確保するため、背面の地山等か

らの水分供給の必要性、保水性の必要性 



巻末資料 1-50 

６．河畔林など良好な風景について（陸域部の着目点） 

河道拡幅などの河川改修によって、河畔林が失われるなど、河川の風景が大きく変貌して

いる河畔林を含め、川を軸とする空間構造を保全していくという視点が重要です。 

■河畔林は改修後の河川における治水上の(幅広い)機能をふまえつつ保全する 

＊河畔林は日射の遮断や陸生昆虫の供給など生態的な機能を持っている。 

＊河畔林は川の風景要素として重要な位置を占めている。 

（出典：多自然川づくりポイントブックⅡ p.34） 

① 陸域部の代表的な自然環境特性 

陸域部の自然環境特性について、セグメントやロケーションに分けて解説するので、これ

らの特性を念頭に現場の把握に努めてください。 

①上流の渓流区間の例（参考：河川植生の基礎知識 p26） 

渓流区間でも、河床勾配がきつく流れが急で岩盤の目立つ渓流には、水際に植生はあま

り見られません。 

河床勾配が緩く、水量の少ない山間の小渓流には、河畔にサワグルミ、カワラハンノキ

などの樹林が見られます。また、河畔林は周囲の山林へ連続しており、そこに生息する動

物が利用し易い水辺環境となります。 
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②上流の山付区間の例（参考：河川植生の基礎知識 p28） 

河川が山沿いを流れる区間には、ケヤキやイロハモミジなどの樹林が水際付近まで迫っ

ており、この樹林に生息する動物が河川を利用し易い状況となります。 

③礫河原の例（参考：河川植生の基礎知識 p32） 

河川敷が広く頻繁に増水し掃流作用を受け易い場所は、礫や砂礫からなる河原が広がり、

植物がまばらに生育しています。 

特徴的な動物の植生利用の例 コアジサシ（河原の砂礫地などにコロニーを形成する） 



巻末資料 1-52 

④中下流部の州の樹林の例（河川植生の基礎知識 p36） 

中下流部の州などには、タチヤナギやカワヤナギなどのヤナギ類を主体とした樹林が見

られることが多い。 

特徴的な動物の植生利用の例 ゴイサギ（ヤナギ林、竹林などにコロニーを形成する） 

⑤下流域のヨシ原の例（参考：河川植生の基礎知識 p38） 

下流部の流れの緩やかな場所は、土砂が堆積し水深が浅くなり、ヨシなどの抽水植物が

生育し易い場所となります。 

特徴的な動物の植生利用の例 オオヨシキリ（ヨシ原などで繁殖する） 
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② 良好な河畔林を保全する 

画一的な定規断面による河川改修で、河畔林が失われるケースが多い。計画段階で、河畔

林を保全するという視点から検討することが重要である。既往の計画がすでにある場合でも、

平面形や横断形、河川管理用通路の設置位置などを再検討することによって保全できるケー

スがある。 

河畔林の重要性 

河畔林、あるいは水辺林の生態的機能としては、日射の遮断、落ち葉・落下昆虫の供給(魚

類等水生生物の餌)、倒木供給(淵の形成)、栄養元素の交換(水質を保持する緩衝帯)、流下

物捕捉（フィルター効果）があげられる。 

堤防や護岸整備が施された河川の多くは、河畔林や並木がない。木陰一つなく、夏場は

川沿いを散歩することも困難である。 

河畔林はまた、川の風景を美しくする。河町林の保全や川沿いの並木を求める市民の要

望も根強くある。 

現存する河畔林を大事に扱うという視点が重要である。

（Ｉ川改修前） 

（Ｉ川改修後） 

上記は、河川改修によって河畔林が失われたケースである。複断面を単断面に変更する、

あるいは、左岸(写真左)の識岸を立てるなど、定規断面にこだわらなければ、河畔林を保全

できたかもしれない。 

（出典：多自然川づくりポイントブック p65） 
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７．背後地及び周辺の土地利用（景観、歴史、文化、利用の観点） 

「多自然川づくり」とは、河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文

化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な河川

景観を保全・創出するために、河川管理を行うことをいいます。（多自然川づくり基本方針） 

したがって、その川の川らしさを自然環境、景観、歴史・文化等の観点から把握し、その

川らしさができる限り保全・創出されるよう努め、事前・事後調査及び順応的管理を十分に

実施する視点が重要です。 

ここでは、「河川景観の形成と保全の考え方」及び「河川景観デザイン」の中から、特に

河川景観の捉え方について、その基礎知識を紹介します。 

また、これまでの、河川のある一定区間の空間設計や護岸等の構造物の形状、色彩等への

配慮など、個別の景観要素を考え、ある場所における河川空間を整えること(場のデザイン)

に加え、河川を上流から下流までの大きなスケールで捉えた際の、河川流量、河道形状や周

辺の土地利用、まちづくり等の河川景観の大きな骨組みとなる要素への配慮(骨格のデザイ

ン)の、双方が重要であるとされていますので、それぞれの配慮事項等を紹介します。 

■河川景観の形成と保全の考え方・河川景観デザイン 

「河川景観の形成と保全の考え方・河川景観デザイン」は、『それぞれの河川や地域の

自然・歴史・文化・生活にふさわしい河川景観の形成や保全をはかる』ことを目的として、

川づくりに関わる人々が、河川および河川景観の成り立ちや特性を学び、河川景観の形成

と保全についての方針や計画を定め、設計、整備、維持管理等を行うために、必要な視点、

考える手順、整理すべき情報、活用すべき手法等を示したものである。 
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① 河川景観を考える 

河川景観とは 

私たちが目にする河川景観には、その背景に、過去から現在までの自然の営みや長年に

わたり人間が流域や河川に働きかけた結果が内包されている。その意味で、河川景観とは、

単にいま現在目に映る景色だけを指すものではなく、また、個別・単一の物体や事象だけ

を指すものでもない。 

すなわち河川景観とは、「地形、地質、気候、植生等様々な自然環境や人間の活動、そ

れらの時間的・空間的な関係や相互作用、そしてその履歴等も含んだ環境の総体的な姿」

として考えるべきものである。 

また、この場合の景観とは、見る人の心的現象でもあり、河川景観を考えるということ

は、それを成り立たせている自然的な条件や歴史・文化・生活等の社会的背景を含めて五

感や心を通じて捉え、知覚することである。 

図-河川景観の捉え方 

河川景観デザインの心得 

河川景観ならではの特徴を活かし、連続する良好な河川景観を形成・保全する際には、

「河川景観デザインの心得」として以下の点を心がけることが大切である。 

図-河川デザインの心得 
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河川景観の特徴 

山間部や都市域等、様々な地域を流下しながら上流から下流まで連続した景観を呈する

河川景観は、ダイナミックな自然の力が形成した景観であるとともに、地域社会の歴史の

中で人間が様々に関わることによってかたちづくられた景観である。そこには、以下に示

す「河川ならでは」と言える特徴が見られる。河川景観の形成と保全に際しては、このよ

うな特徴を理解したうえで、それを活かし、またその特徴に応じた配慮を行っていくこと

が大切である。 

図-河川景観の特徴 
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② 河川景観の基礎知識 

自然の営みがかたちづくった河川景観 

河川景観の本質は自然の営みや人々の営みによってかたちづくられた河川の姿を心的現

象として捉えることにある。 

地質や地形等が似通った地域の河川にはある程度共通した景観的な特徴が見られる。流

域の気候、地形、地質、水流、流砂、植生等、自然の営みがかたちづくる河川景観の特徴

を理解するためには、以下の視点から基礎的な知見を理解しておくことが大切である。 

(1) 地質によって異なる河川の姿 

(2) 地形によって異なる河川の姿 

(3) 河川の微地形 

(4) 河川の動態 

図-地形によって異なる河川の姿 

流程毎の河川景観の特徴は、「河川風景デザイン」や「水辺の景観設計」によると、次

頁のように整理されている。 
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人々の営みがかたちづくった河川景観 

文明は河川との関わりを抜きにしては成立せず、人々は長い年月にわたって治水や利水

の目的で河川と関わり、河川に手を加えてきた。すなわち、河川景観は人々の営みによっ

てかたちづくられたものでもある。 

この長い時間を経て築かれてきた人と河川との関わりは、その河川、その地域固有の歴

史や文化を育み、その履歴が地域にふさわしい河川の景観を形成してきた。 

しかし、河川の流域における近年の急激な都市化、近代化は、ともすればこうした歴史・

文化に配慮することなく進められ、そのことが河川景観に対しても様々な影響を与えてき

たことは否めない。 

人々の営みがかたちづくった河川景観を理解するためには、以下の視点から基礎的な知

見を理解しておくことが大切である。 

(1) 河川と人との関わりの歴史と河川景観 

(2) 河川地形に応じて営まれた人々の暮らしと河川景観 

(3) 人々の営みにより形成された歴史的景観・文化的景観とその保全・再生 

(4) 近年の河川景観の変化と取り組み 
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心的現象からみた河川景観 

景観とは、人が対象を眺めるときに生じる心的現象である。 

また、人は視覚のみによって対象や空間を捉えているのではなく、音や匂い等、その他

の感覚によっても対象や空間を体験している。 

したがって、河川景観を理解するためには、人の心的現象としての景観の捉え方を理解

しておくことが大切である。 

視覚で捉える河川景観について 

対象の属性や視点と対象の関係、対象相互の関係等、景観を分析するにあたっての基礎

的な知識については、様々な文献で解説されているので、詳細はそれらに譲ることとする

が、ここでは、心的現象としての河川景観を理解するための視点を、いくつか紹介するこ

ととする。 

①河川の大小とスケール感 

地形等が同じ自然条件の中を流れる河川でも、大河川と小河川等、河川の大きさの違い

によってその景観は大きく異なってくる。景観対象としての河川の大きさを示す指標とし

ては水面幅や河川敷幅があり、これによって河川のスケール感や開放感等、河川ならでは

の景観の特徴は大きく左右される。 



巻末資料 1-61

②河川空間のバランス 

都市河川の空間においては、河川の幅や河川周辺の建物の高さ等で規定される、その河

川空聞のバランス感が景観に大きく影響している。広場や街路の分野では、建物の高さと

空間の広さ等、空間のバランスに関する研究が古くから行なわれてきた。島谷らは、これ

を都市河川に応用して、河川の幅や建物の高さと河川空間のイメージについての研究を行

った。すなわち、河川両岸の建物の間隔Ｄと、建物高＋護岸高Ｈとを用いて、Ｄ/Ｈと河川

空間のイメージ(空間のバランス感)を評価した。その結果、都市の堀込み河川の場合、以

下のことが明らかとなっている。 

Ｄ／Ｈ＜1.5 あたりで谷間のような印

象を受ける 

2.0＜Ｄ／Ｈ＜3.5 あたりで適度なバラ

ンス感を得る 

4.0＜Ｄ／Ｈになると広がり感が卓越

し開放的な印象を受ける 

Ｄ／Ｈ＞1.5で、Ｈ＜7,0mあたりだと、

Ｄ／Ｈによらず広がり感が卓越し、

開放的な印象を受ける 
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③河川景観を構成する要素の形 

河川景観を構成する基本的な要素は、土砂、水、植生等の自然要素である.河道の蛇行、

水際線の入り組み、河床や砂州の起伏、河岸の植生等はすべて不整形を為しており、直線

からなる形はない。これに対して、同じ土や草であっても人工物である堤防や、護岸等の

構造物は、いずれも直線的であったり、規則性を持った形をしていたりすることが多いた

め、異質なものと判断され、周辺とは際だった存在となる。このため、構造物の設計にあ

たっては.周辺の自然景観との違和感をなくし、目立たないものとなるよう、形や色や肌理

を工夫することが必要である。 

参考：肌理
き め

： 

肌理とは、物体表面の状態から受ける印象を指すものであり、質感とも呼ばれる。景観

要素の素材を考える時に重要になる。肌理は、つや、表面の構造、表面の凹凸などによる

光の反射特性との関係が深い。河川景観を構成する地形のひだや樹木などの自然的要素は、

いずれも柔らかな肌理を持っているのに対して、護岸などのコンクリート構造物や橋梁等

の鋼構造物では、コンクリートやスチールの表面は粒子が細かくのっぺりした印象になり

易い。このように、色や形と同様、素材の面においても、河川景観の基本的な要素である

自然要素と人工構造物では異質なものとなることが多く、景観デザインにあたっては、そ

れらの調和に留意することが必要である。 
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④河川の色彩と景観 

河川景観を構成する要素の多くは自然物であることから、人工構造物を設置するにあた

っては、色彩(色相、明度、彩度)等、周辺との調和に留意することが必要である。また、

水質(透視度等)も重要な要素となる。 

【河川の自然物と明度・彩度】 

島谷らの研究によると、河川景観を構成する水面、石材、芝生、樹木等の自然物の色彩

を測定した結果、明度、彩度が極めて低いものであることが明らかにされている、 

このように河川においては、景観を構成する自然的要素としての水面や石材、芝生等の

明度、彩度が低いことから、人工構造物として、明度の高い真っ白な護岸が施工されると

周辺との対比で際だってしまい、不自然さが感じられる景観となってしまう。したがって、

周辺との明度差を抑えるため、こうした構造物は明度(例えば 6以下)、彩度(例えば 2以下)

を抑えることが望まれる。 

参考：色彩： 

色彩は、一般に、色相(色合い、色調、いわゆる色)、明度(色の明るさの度合い)、彩度(色

の鮮やかさの度合い)の色彩 3属性で表される。 

土木構造物が周囲の景観の中で目立つかどうかは、明度や彩度による所が大きいことか

ら、景観を考える場合には、色相よりも明度や彩度の方により注意を払うべきであるとさ

れている。 

参考:「新体系土木工学 59 土木景観計画」 
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視点としての眺める人と眺められる対象との関係 

①視距離による見え方 

川岸から見た対岸の景観を考えた場合、川幅の遠いは視点と対象との間の距離の違いと

なる。すなわち、建物、樹木、人物等は、それぞれの大きさはあまり変わらなくても、そ

れを見る対岸からの距離(川幅)によって見え方が規定される。距離による見え方の違いに

ついてはいくつかの研究例があり、表のように整理されている。 
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対象相互の関係 

複数の対象を眺める場合、対象同士がお互いに干渉するために、対象を単独で眺める場

合とは見え方が異なる。対象の相互関係については、「図と地」や図の相互作用（群化や

錯視)等があげられるが、ここでは、「図と地」の概念について解説する。 

【図と地】 

河川景観は一般に様々な対象から構成されているが、これらの対象はお互いに干渉しあ

うことから、個々の対象を単独で見る場合とは見え方が異なってくる。 

対象同士の中で、背景として認知されるものを「地」、図柄として認知されるものを「図」

と呼んでいる。景観デザインにおいては、何を「地」とし、何を「図」とするかが重要と

なる。 

自然度の高い河川においては、その河川景観の特徴を活かすためには、護岸等の人工構

造物設計は目立たない「地」となることが望ましい。したがって、周囲よりも明度を落と

すか、地味な色としたり、境界をぼかしたりする等の工夫が必要である。 

一方、河川周辺に人に構造物・建造物が張り付いた都市の巾を流れる河川では、水面や

河岸の植生等は、都市域における貴重な自然空間として人々に憩いや安らぎを与えるもの

であり、「図」としてデザインされるが、その場合も、ある程度人の手による管理を行う

ことによって、周辺環境との調和に配慮することが必要である。 
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③ 河川景観の調査 

河川景観を読む 

「河川景観を読む」とは、その河川景観の特徴を把握・理解することであり、以下の２

つの意味合いを有している。 

(1) 河川景観の情調（全体的な雰囲気）をつかみ取り、何が大切なのかを言語化して表

現すること 

(2) その河川景観の成り立ちについて、自然や歴史・文化の視点から分析すること 

河川景観を読むということは、手引きに沿って、機械的に河川景観に関する情報を整理

すれば良いというものではない。その河川の情調や魅力を、自らの五感を通じて発掘する

ことが何よりも大切である。 

その河川の環境が現在は悪化し、景観が人工的で単調になっている場合でも、過去にお

いて良好であった景観を紐解いたり、河川周辺の公園等河川と連携できる施設を見つけた

りすることで、その景観を良くするための手がかりを見つけることができる。 

「河川景観を読む」に際しては、文献調査と現地調査を通じて、その景観の特徴や区分

を把握し、ポイントとなる場所を明らかにすることが大切である。 
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河川景観の特徴の整理 

文献調査および現地調査の結果を踏まえ、以下の項目について河川景観の特徴を整理す

る。 

(1) 景観区分とその特徴の取りまとめ 

(2) 河川景観のポイントとなる場所と、その特徴の取りまとめ 

景観区分とその特徴の取りまとめ 

現地調査と文献調査の結果から、河川景観の類似した区分を設定し、その区間にみられ

る一般的な河川景観について、河川景観の特徴、その河川景観が成立している要因等を整

理する。 
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①河川景観の類似した区分(＝景観区分)の設定 

現地調査で確認した河川景観の「情調」が変化する地点(河川景観の雰囲気が変わる所)

から、河川景観の類似した区分(＝景観区分)を設定する。 

この景観区分の設定は、現地調査で確認した結果を基本として、文献調査で把握してお

いた地形や土地利用を用いて説明するものであり、文献調査における地形や土地利用等の

把握結果だけで河川景観を区分するものではない。 

河川景観は、たとえ同じような流程(=河川区分)であっても、河川の規模や河川周辺の土

地利用の状況によって異なっているので、現地調査と文献調査の結果をもとに、河川の流

程、河川の規模、河川周辺の土地利用等をみながら、その河川景観の地域性を理解し、景

観区分を設定することが必要である。 

参考：情調 

情調とは、『広辞苑』によると「①おもむき、気分、②喜怒哀楽等の感情」とされてい

る。「水辺の景観設計」では、「河川景観の全体的な印象」を「基本情調」と呼び、河川

の流程と沿川の市街化の程度から大きく河川景観を 12に分類し、その基本情調を下記のよ

うに例示している。 
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②河川景観の成立要因を考える(何が大切か.何が失われたか) 

河川景観の類似した区間の中で、自然や歴史・文化等河川景観の特徴の観点から、その

河川の景観について、何が良好に維持され、何が変化してきたかを明らかにする。 

河川景観の変化を明らかにするにあたっては、景観を構成する要素および河川と人々と

の関係について整理すると理解し易い。 

(検討の視点の例) 

景観を構成する要素: 

良好に維持されている景観要素 

悪化したもしくは失われた景観要素 

新たに創出されてきた景観要素 

河川と人との関係: 

過去から現在まで引き継がれてきた関係 

悪化したもしくは失なわれた関係 

新たに創出された良好な関係 

景観を構成する要素については、まず、河道内、河川周辺、流域でのそれぞれの景観要

素を把握する。次いで、何が要因で現在その景観要素が成立しているのか、歴史的な履歴

を踏まえ自然や歴史・文化の視点から要因を把握する、水循環や土砂生産等の流域との関

連性に関する知見は不足している部分もあるが、学識者ヒアリングや、河川景観の履歴の

結果をもとに、できるだけ明らかにする。このことは、「河川景観の目標」を抽出・設定

するうえで重要である。 

河川と人々との関係については、市民にどのような河川景観が好まれているのか、文献

調査の結果や各種の市民意識調査、地方公共団体の広報誌・パンフレット、観光パンフレ

ット等も参考になる。 

③河川景観の特徴を言葉で表現する 

景観区分の特徴を、簡潔かつ雰囲気をイメージできる言葉で表現する。特徴の表現に際

しては、下記のように、その河川景観を構成する空間、代表的な景観要素および情調を織

り込むと分かり易い。 
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④河川景観の特徴の整理 

以上の検討結果をとりまとめ、景観区分における河川景観の特徴の整理の一例を下に示

した。まず、現地調査で撮影した写真の中から、景観区分に見られる一般的な場所の代表

的な写真を選定する。 

次に、選定した写真(あるいは写真を地図上に盤理したもの)に景観の構成要素を記入し、

その場の景観の特徴を記載する。景観要素については、良好な景観要素と悪い景観要素を

整理しておく。そして、景観要素の成立要因、河川と人々との関係等を記述する。 

, 

空間構成 

+甦 

な景観要素十情調 
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④ 骨格のデザイン 

河川の景観は、水の流れ、瀬や淵、河原等の微地形、堤防や河畔林、周辺の建物や背景

となる山並み等、多くの要素から構成されている。これらの要素の多くは、一つ一つが無

関係に存在し、配置されているものではなく、河道形状や川と人との関わりを含めたまち

づくり等によって規定される河川とその周辺の空間構造が大きな骨組みとなり、その中で

個別の要素が存在している。 

したがって、河川の景観を考える際には、これら個別の要素について、その形や色彩、

素材を整えることを考えることも必要だが、河川の骨格ともいうべき、平面形状や計画流

量を流下させるための横断面形状等の河道形状、周辺の土地利用等、河川とその周辺の空

間構造の形成や維持管理について考えることも大切である。 

河川景観の形成と保全においては、当該箇所に対する配慮だけではなく、上下流も含め

たスケールで河川およびその周辺の空間に影響を及ぼす事項について配慮することが大切

であり、これを、河川における骨格のデザインと呼ぶこととする。 

骨格のデザインは、特に以下の場合において大切である。 

(1) 河川管理者が主体的に策定する河川関係の計画が河川景観の形成に対して支配的な

場合 

(2) 河川周辺の土地利用やまちづくりのあり方が河川景観の形成に対して支配的な場合 

(3) 河川激甚災害対策特別緊急事業や改良復旧事業等、大規模かつ緊急に河川空間の骨

格を変更する事業を実施する場合 
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河川およびその周辺の空間構造に影響する要素への配慮 

河川およびその周辺の空間構造に影響する要素への配慮に際しては、当該河川で設定し

た河川景観の形成と保全の目標の実現に向けて、こうした要素がどのように影響している

かを見極めたうえで、治水、利水、環境、まちづくり等の視点から総合的に検討するとと

もに、すべての関係者が連携・協働して取り組むことが大切である。 

河川管理者が主体的に策定する河川関係の計画が景観形成に対して支配的な場合 

主に河川管理者が主体的に計画する以下の事項は、河川およびその周辺の空間構造に影

響を及ぼす要素であり、河川景観の形成に大きな影響を与えている。このため、これらの

計画に際しては、河川景観への影響にも配慮することが大切である。 
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河川周辺の土地利用やまちづくりのあり方が景観形成に対して支配的な場合 

河川周辺の土地利用やまちづくりのあり方、水路網のあり方も、河川およびその周辺の

空間構造に影響を及ぼす要素であり、河川景観の形成に大きな影響を与えている。このた

め、河川景観を考えるに際しては、河川周辺の土地利用やまちづくりとの連携をはかって

いくことが大切である。 

なお、水質や水循環は、河川周辺の土地利用やまちづくりのあり方とも密接に関わって

いる。このため、水質や水循環の面から河川景観の形成を考える際には、流域の地方公共

団体、下水道管理者等と十分に連携をはかっていくことが大切である。 

災害復旧と河川景観 

河川激甚災害対策特別緊急事業や河川等災害復旧助成事業等では、一連区間の河川改修

が３～５年程度の短期間で実施される。すなわち、大規模な災害を受けた場合には、ごく

短期間において、河道の規模や形状等の河川空間の骨格が急激に改変されることとなり、

河川景観に与える影響も大きい。したがって、災害復旧においても、景観形成に充分な配

慮を行うことが大切である。 
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⑤ 場のデザイン 

河川の微地形や構造物の配置、規模、形状、材質、色彩等を考え、ある場所における河

川空間を整えるデザインのことを「場のデザイン」と呼ぶこととする。 

「場のデザイン」の対象は、河川整備計画等に基づき個々の地先で検討される一定区間

の改修計画や具体的な河川管理施設等の計画・設計等である。具体的には、堰や堤防等の

構造物の設計、ある場所における構造物や植物等の配置計画等が該当する。 

場のデザインにおいては、「2.3 河川景観デザインの心得」に示した 8 つの心得のほか、

河川の安全性の確保とともに、以下の点に配慮することが大切である。 
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地域性と場のデザイン 

河川景観は、流域の自然の営みや人々の営みが相互に関係しながらかたちづくられてき

たものであり、流域や地域の自然の特性や社会の特性が多様であるように、極めて地域性

が高く、それが個々の河川における景観の特徴となっている。 

場のデザインにおいては、その河川の地域性を理解し、「河川景観の特徴」を参考とし

て、特に配慮すべき特徴を把握したうえで、具体的な方策を考えていくことが大切である。 

都市空間と水辺のデザイン 

都市を流れる河川や水路等の水辺は、河川周辺の建築物、都市空間の多様な表情、利用

に合わせてデザインを行うことが大切である。 

都市における水辺のデザインにおいては、都市特有の課題があることから、特に以下の

点に配慮することが大切である。 

(1) 都市計画との連携 

(2) 都市空間の魅力の向上 

(3) 周辺の建築物との調和 
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拠点のデザイン 

堰やダム、閘門等の構造物は、河川景観の中でシンボル的な役割を果たす場合があり、

これを拠点として周辺環境を整備することによって河川空間の魅力を一層増すことが可能

となる。 

これらの大規模な構造物等を中心とした拠点のデザインを行うに際しては、周辺景観と

の調和に配慮しつつ、それらの施設の特徴を活かした、魅力的な河川景観の形成をはかる

ことが大切である。 

要素のデザイン 

堤防、水門、護岸等の個別の景観要素は、河川景観に対して固有の影響力を持つことか

ら、その設計に際しては施設の特性に応じた配慮が大切である。 
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８．上下流の状況 

自然共生川づくりのヒントは、改修区間および上下流の「良好な」環境を把握することで

すが、上下流の改修済み区間との整合性を確認することも重要です。 

ただ、改修済み区間との整合性を重視するあまり、これまでの改修を単に踏襲するのでは

なく、「中小河川技術基準」に則し、何ができるのか、何ができないのかを整理することが

必要です。 

① どういう川の姿を参考にするか 

「中小河川における多自然型川づくり」●河道計画の基礎技術● 

「中小河川における多自然型川づくり」では、計画を行う際に参考とする川の姿として、

次の例をあげています。 

① 大幅な改修が行われる以前の「もともとの川」の姿(例えば、高度経済成長期以前の

大幅な改修が行われる前の川の姿)。 

② 川づくりを行う地点の上下流にあって、人為的な影響が少なく、良好な自然環境が

保たれている川の姿。 

③ 地形や気候が類似し、人為的な影響が少なく、良好な自然環境が保たれている他の

川の姿。 
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「河川景観デザイン」 

また、「河川景観デザイン」では、良い風景として、次の例をあげています。 

歩く→心で感じる→良い所をみつける→それに学ぶ→聞く 

現場をよく歩き、その川の良い風景を心で感じる。その際、河川だけに目を奪われず周

辺の風景のことも併せて感じとること。そして、風景上の良い所をみつけることが必要で

あろう。良い所の例としては下記に示した。そして、風景上の良い対象物、それが成立し

ている物理的・生物的原理、美しい形などについて現場から学ぶ。何よりも現場を歩き発

見し、学ぶことが基本であろう。 

良好な区間の見つけ方については、「２．５ ＳＴＥＰ３：目標設定のための現地踏査」

で解説しています。 

【風景上の良い所の例】 

・ 曲がり 

・ 入り組んだ河岸 

・ やわらかい(植生等)河岸 

・ 変化のある水面(瀬と淵) 

・ 変化のある川幅 

・ 曲がっている河道 

・ 樹木によって囲まれた河道 

・ 崖地 

・ 川辺林、屋敷林 

・ ワンド、クリーク 

・ 砂州 

・ 湧水 

・ 沈水植物 

・ 河岸の植物帯 

・ 趣のある護岸(苔むした護岸、古い護岸、

積み方がおもしろい護岸) 

・ 趣のある河川構造物(水制、堰、水門、

樋門、閘門、落差工) 

・ 鳥居、神社 

・ 河港 

・ 水辺への階段(古い階段) 

・ 山(良くみえる場合には隠さないように

するという意味で) 

・ 広い水面 

・ 夕日 

・ 季節を彩る風物誌 

・ 落水 
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９．河岸・水際部の計画・設計のポイント 

河岸・水際部の計画・設計にあたっては、計画流量に対して必要な断面を持った河道を検

討するなかで、治水機能と環境上の機能（河川景観及び自然環境面での機能）の両方を確保

することが重要です。 

なお、河岸防護を必要とする場合には、護岸等を設置することとなるが、護岸設計は、河

岸設計と同義ではなく、あくまでも、河岸・水際部の設計の一部として護岸設計するもので

あるということを認識する必要があります。 

河岸・水際部及び護岸の計画・設計にあたっては、次の考え方によるものとします。 

①自然な河岸・水際部の形成を目標とする 

河岸・水際部の自然環境が良好な場合は、河道法線形や河道横断形等の検討により改修

の影響を回避し保全を行うことが可能か、河道計画の段階で検討します。 

また、拡幅のみによる川幅の確保が困難な場合には、最小限の河床掘削を検討し、さら

に、護岸の設置が必要になった場合でも自然な河岸・水際部になるようにします。 

②護岸設置の必要性を慎重に判断し、護岸は必要最小限の範囲とする 

侵食対策のための護岸については、流水の外力や河岸の耐力、河道の形状等を考慮し、

護岸設置の必要性を慎重に判断したうえで、必要最小限の箇所とすることします。 

③保全した河岸や掘削したのり面をそのまま存置する 

拡幅のため河岸・水際部を掘削する場合でも、掘削のり面をそのまま存置し、侵食・堆

積等の川の営力や植物の生育により、自然な変化を持つ河岸・水際部を自然に形成させる

方法を検討することが基本です。 

なお、植生で覆われるまでに侵食等の影響が大きいと判断される場合には、捨て石工や

植生マットの設置等、耐侵食性をあらかじめ高める工夫が必要です。 

④護岸はできるだけ河岸の背後に控えて設置する 

護岸を設置する場合でも、川の営力により自然な変化を持つ河岸・水際部が形成される

ようにします。一つの方法として、護岸は河岸の背後に控えて設置し、その前に土砂、礫

等の自然素材の河岸が形成されるよう検討することが望ましい。 

ただし、寄せ土や捨て石とする土砂、礫等の自然素材については、現時点では洪水時の

挙動（流出、堆積）について様々な状況に活用できる普遍的な技術が確立していないこと

から、適用にあたっては個々の現場の状況を十分に検討することが必要です。 

⑤護岸が露出する場合には環境上の機能に配慮する 

設置した護岸が露出する場合でも、護岸の素材が周囲と調和した明度、彩度、テクスチ

ャーを有し、護岸のり肩、水際線等の境界が目立たず周囲と調和するよう工夫することが

望まし。 

また、水際及び背後地を重要な生息空間とする生物が分布している場合は、のり面に生

息・生息空間・移動経路としての機能を持つことなど、できる限りの工夫することが望ま

しい。 

（多自然川づくりポイントブックⅢ p.90 より） 
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前頁で示した河岸・水際部の計画・設計の考え方の流れをまとめると、次図のとおりとな

ります。 

（多自然川づくりポイントブックⅢ p.91 より） 

ポイントブックⅢより、河岸・水際部の計画・設計のポイントを紹介します。 

河岸・水際部の計画・設計 

護岸の必要性の判定 

護岸無し 

護岸有り 

侵食に対する安全性を確認し、護岸設

置の必要性を慎重に判断する 

◇河岸を保全した箇所 

保全した河岸をそのままにする 

◇河岸を掘削した箇所 

掘削したのり面をそのまま存置する 

護岸の前面に自然な河岸・水際部を造

る 

◇護岸に周辺の景観との調和につい

ての機能を持たせる 

・明度、彩度、テクスチャー 

・護岸のり肩、水際線等の境界処理 

◇護岸に生物の生息・生育空間、移動

経路としての機能を持たせる 

・ 空隙の確保 

・ 透水性、保水性の確保 

護岸を河岸の背後に

控える場合の設計 

護岸が露出する場

合の設計 

河道計画の段階での工夫 

良好な河岸・水際部の保全  ①

注:河岸の保全をした場合も護岸の必要性の判定は必要 

のり肩・水際部に植生を持たせるな

ど、直接人の目に触れる部分を極力小

さくする 

②

③

④

⑤

河岸・水際部の計画・設計にあたっては、計画流量に対して必要な断面

を持った河道を検討するなかで、治水機能と環境上の機能（河川景観及び

自然環境面での機能）の両方が確保できるようにする。 
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① 良好な河岸・水際部の保全 

自然状態の河岸では、湾曲部の外岸側が急勾配となり水際部には淵を形成し、内岸側が緩

勾配となり水際部には砂州を形成するなど、流量や河床勾配・河岸材料等の河道特性に合わ

せてのり勾配や形状が多様に変化します。 

このことから、河岸・水際部を設計する際には、同じのり勾配で平坦な河川にするのでは

なく河道特性や自然環境上の特性を十分に踏まえ、できる限り縦断的・横断的に自然な変化

をもつ河岸・水際部になるようにします。 

また、自然な水際部を形成するため、寄せ土や捨て石など現地で調達できる河岸・河床材

料を有効活用することにより、水際部の植生の基盤となる土砂堆積を確保するとともに水際

部に変化を与えることができます。 

このような方策を講じること等により、できるだけ、工事完成後の自然の働きにより植生

が水際部を覆って水際部の境界が明瞭に視認できないようにするとともに、水際部を、直線

又は単純な幾何形状が連続したものにしないようにします。 

なお、水際部の植生は、稚仔魚の生息場所や水際部を好む鳥類、昆虫類等の動物の生息場

所として重要です。また、陸域と水域の間の生物の移動経路の確保や、魚類等への陸域から

の餌資源供給の確保の観点からも水際部の植生は重要です。寄せ土や捨て石の効果的な配置

は、魚類等の生息環境上重要な低流速域を作り出す効果もある。以上の点についても十分留

意することが必要です。 

自然な変化を持つ河岸･水際 

良好な自然状態の河岸・水際部では、湾曲部の外岸側は侵食作用を受けて後退し、淵が形

成され、内岸側は土砂が堆積するなど浅い流れとなる。湾曲部外岸側の河岸は切り立ち、河

岸がそのまま流水と接する形となり、内岸側の河岸は緩やかで、流水は堆積した土砂と接す

る形になる。 

平面的に見ると、淵と淵を結ぶ最深河床ラインは蛇行流路に沿って左右に移動し、最深河

床ラインは必ずしも河道の中心にあるわけではない。縦断方向で見ると、瀬、淵が連続し、

凹凸した形状をしている。このよ

うに、良好な自然状態の川の形状

は、変化に富んでいる。 

要するに、湾曲部の河岸のり勾

配が左右岸で同じであったり、湾

曲部外岸側の河岸が緩やかであ

ったり、また、みお筋が常に河道

の中心位置にあったり、川底が平

らであったりするのは、不自然と

いえる。 

また、蛇行流路の平面形を保全

しても、外岸側の不利を保全しな

ければ良好な自然状態に近づけ

ることにはならない。淵を形成す

るという流水の作用を活用する

ことが多自然川づくりの本筋で

あり、護岸の根入れを心配して淵
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を埋めるのではなく、深掘れによる影響が護岸や背後地に及ばないよう設計することが重要

である。 

よって定規断面単調な河道を計画するのではなく、川の営力により形成される“縦断的・

横断的に自然な変化をもつ河岸・水際”を目指すこととする。 

（多自然川づくりポイントブックⅢ p.85 より） 
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② 護岸設置の必要性の判定 

護岸は必要な箇所に限定して設置するものとします。 

対象箇所の河岸域の河道特性が以下のア）～キ）のいずれかに該当する場合は、侵食対策

のための護岸を設置しないことを原則とした検討を行います。 

護岸設置の必要性判定フロー 

（中小河川に関する河道計画の技術基準について 通達説明資料より） 

ア）周辺の土地利用状況等から、河岸防御を行う必要性が低いと考えられる箇所 

イ）現状が自然河岸であって、既往洪水によって侵食が大きく進行した様子が無く、改修後の

河道条件下でも河岸に働く外力を増大させる方向での流水の作用の変化が想定されない箇

所 
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ウ）現状が岩河岸等で侵食が急激に進行する恐れのない箇所 

エ）川幅が局所的に拡大し死水域となる箇所 

オ）湾曲部内岸側等の水裏部で河岸を十分な高さで覆うような寄州の発達が見られ、その状況

が規模の大きな洪水によっても変わらない（例えば内岸を主流が走るようになって水裏部

の寄州の一部が侵食されるような状況が生じない）と想定される箇所 

カ）改修後の代表流速が 1.8m/s 以下の箇所（河岸に裸地が残る可能性がある一方で、河岸が河

岸を防御する機能を有する石礫で覆われていない箇所を除く。） 

キ）河岸防護が必要な箇所であっても、水制の設置その他の代替策を適用する方が良いと判断

される箇所 
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③ 護岸を設置しない場合の河岸・水際部の留意事項 

護岸設置の必要性の判定」で述べたように、護岸設置の必要性を判定して、護岸設置の必

要性が低いと判断されるところには護岸を設置しないものとします。 

その場合には、流水による侵食の可能性が小さい箇所であるため、改修により掘削したの

り面を土羽のまま存置するなど、川の営力による侵食・堆積や植物の生育で河岸を自然に形

成させる方法を検討します。 

なお、河岸・水際部については、「①良好な河岸・水際の形成における基本的な考え方」

のポイントを踏まえて造り、経過を見ながら以下の対応を行うこととなります。 

河岸については、土羽ののり面に植物が根付くまでは、少なからず侵食される可能性があ

る。この場合には、張芝や植生ネットなどが有効であると考えられるが、適用にあたっては、

現地に馴染み、また、植物が根付くまでの一時的なものであることに留意する必要がある。

なお、設置後の経過については慎重に観察していく必要がある。 

水際部についても、川の営力により自然な地形になることを目指すものであるため、置き

石等により人工的につくりすぎたり、固めすぎたりしないことが基本である。その上で、水

際部が安定するまでの対策としては、寄せ石、水際への捨て石等の処理が考えられるが、そ

の際にも、水際部は、その河川の表情を決定してしまう重要な部分であり、生物の生息環境

としても重要なところであるため、のり面を守る意識が強くなりすぎ、必要以上に強固な水

際をつくらないよう注意する必要がある。 

（多自然川づくりポイントブックⅢ p.101 より） 
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④ 護岸を河岸の背後に控える場合の設計 

護岸設置の必要性があると判断され、護岸を設置する場合、護岸と河岸・水際部を区別し

てできる限り自然な変化を持つ河岸・水際部となるようにします。 

ここでは、護岸を河岸の背後に控えて設置する方法について紹介します。 

護岸を河岸の背後に控えて設置する方法 

護岸を河岸の背後に控えて設置し、護岸前面に自然な河岸・水際を形成するための設計法

である。設計にあたっては、洪水時の挙動について検討する必要があるが、考え方としては

以下の通りである。 

従来は、護岸表面に被覆して河岸を緑化するという方法が多くとられてきた(図 4-19A)。

河岸緑化という点では効果があるが、河岸が護岸でほぼ固定されているため、河岸・水際部

の流水の作用による変化は抑制され、また、画一的な断面が連続するという課題が残る。 

そこで、護岸を河岸の背後に控えて立てて設置し、護岸の前面に自然な河岸を形成すると

いう方法が考えられ、この場合には、流水の作用による変化を許容できる領域が増えること

になる(図 4-19B)。 

図 4-19C は、護岸前面の河岸形状に変化を持たせた設計例である。護岸前面の河岸は、安

定性を考慮しつつ、河道の平面形やみお筋にあわせて河岸を設計し、画一的な断面にならな

いよう工夫する。 

【自然河岸形成の効果】 

護岸前面に自然河岸を形成することで、以下の効果が期待される。 

①適度な透水性・保水性が確保された河岸・水際部が形成される。 

②流水の侵食・堆積作用による変化を許容し、河岸・水際部に自然の河川と同様の入り組

みや凹凸が形成されるため、動植物の生息・生育・繁殖空間及び移動経路となりうる。 

③護岸を立てることで緩勾配の護岸と比べて護岸の設置面積が小さくなり、コスト縮減に

つながる。 

なお、護岸前面の自然素材の河岸については、現時点では洪水時の土砂の挙動(流出、

堆積)について普遍的な技術が確立していないことから、洪水時の土砂の挙動について

十分に検討するものとする。 

（多自然川づくりポイントブックⅢ p.105 より） 
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⑤ 護岸を設置する場合の考え方 

護岸は、河岸・水際部の計画・設計を行う際の手段の一つであり、治水上の観点から河岸

防護が必要な場合に限り適切に活用していくというスタンスが基本となります。 

護岸は、治水上の安全性を確保しながら、想定される河川環境への影響を緩和するように

必要な機能を確保することが必要です。 

大河川と比較して川幅が狭い中小河川では、護岸が非常に目立つ存在となります。 

そのため、護岸が露出する場合は、護岸乗り方や水際部に植生を持つこと、護岸が直接人

の目に触れる部分を極力小さくすること、護岸素材の明度・彩度・テクスチャーを周辺環境

に調和させることなどの配慮が重要です。 

（中小河川に関する河道計画の技術基準について 通達説明資料より） 
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① 護岸はのり肩水際部に植生を持つことを原則とし直接、人の目に触れる部分を極力小さくす

ることが望ましい 

人工的な素材の護岸がのり面に露出する場合、護岸の見えの高さが大きくなると景観

への影響が大きい。 

このため、のり肩や水際部の植生が生育するようにし、護岸のり肩や水際部の植生が

生育するようにし、護岸のり面を隠し、護岸の見えの高さを抑える必要がある。 

②-a 護岸は周囲の景観との調和について以下の機能を持つことが望ましい 

・護岸の素材が周囲と調和した明度、彩度、テクスチャーを有していること 

明度が高いコンクリート護岸や鮮やかに彩色された安全柵などの設置は、その部分が

周囲から浮き上がり景観へ与える影響が大きい。 

このため、護岸に使用する素材は、周囲との明度・彩度の差を小さくする必要がある。 

（参考）河川景観の明度・彩度

石礫、土、植物など、河川景観を構成する要素の多くは自然物であり、一般に

明度（明るさ）や彩度（鮮やかさ）は比較的低いものが多い。土木研究所の研

究によると、明度、彩度ともに５以下のものが多いとされている。
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10．河川環境特性整理票（Ａ表の作成） 

災害復旧事業は、現に災害を受けた施設を復旧するための事業であることから、通常の河

川改修事業とは実施の考え方が異なる部分があり、種々の制約があります。 

しかし、コンクリートむき出しの護岸による復旧は、改正された河川法の趣旨から考えて

みれば不適当であるといわざるをえません。 

そこで、平成 10 年６月に、「美しい山河を守る災害復旧基本方針」を策定して河川環境

の保全に配慮した災害復旧を実施することとし、そのための基本事項が示されました。 

また、平成 18年 6月には、「提言『多自然川づくりへの展開』について」の方向性を踏ま

えた再編が行われました。 

今後はこの基本方針にもとづいて、河道特性を踏まえ、被災原因への対応のみならず、河

川環境の保全・復元が可能な復旧工法により、災害復旧事業を行うこととされています。 

河川環境特性整理表（Ａ表）は、適切な災害復旧工法の選定のため、現地において災害復

旧箇所の河川特性および被災原因を把握し、調査結果を表にとりまとめるものです。 

しかし、記入結果から河川特性を保全に活かす検討するプロセスが具体的に明示されてい

ないことから、今後は本書の検討プロセスを参考に作成することが望ましいと考えられます。 

Ａ表の作成方法の詳細については、「美しい山河を守る基本方針」や「美しい山河を守る

基本方針・解説版」を参考にしてください。 
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参考：原形復旧工法の評価項目･評価手法について 

災害復旧事業における工法選定にあたっては、治水面や環境面等の評価項目と、その評

価項目を使って段階的に工法を選定して行く手法が必要となる。 

つまり、復旧工法の骨格を決めるべき「必須評価項目」により工法を選定し、さらに適

切な工法を絞り込むために「河岸に求められる生態的な機能」や「現場要件」に対して評

価することとする。 

こうした検討成果で、適用可能工法を数案抽出し、これら工法に対し、護岸の力学設計

法より「構造」の照査を行い、さらに「経済性」から復旧工法を決定することとなる。 

このような一連の評価にて抽出された復旧工法に対して、「施工時の配慮事項」を理解

することで、最適な復旧が行われるものと考える。 

－評価項目の一覧－ 

＜必須評価項目＞ 復旧工法の骨格を決定する項目 

●治水強度 ・・・・・・・・・・ 再度災害防止上、必要とする護岸強度 

●景観 ・・・・・・・・・・ 人々が心地よく受け入れられる景観 

＜選定評価項目＞上記骨格どなる工法に、必要な項目を選定し、さらに付加する項目 

●生物の生息・生育環境・繁殖環境維持のための「透水性」と「保水性」 

・・・・・・・・・・ 生態系としての魚類や鳥類等への配慮から、

法面や護岸自体に水分供給を図る 

●空 隙 ・・・・・・・・・・ 水際に植生や魚類のための生息環境の保持 

●生態的な河畔林の保全 

・・・・・・・・法面や水際に魚類への緑陰や落下昆虫、あるいは鳥

類の営巣等を確保できる河畔林の保全 

●現場要件  ・・・・・・・・階段等の利用面や在材の活用、地場産業の振興、さ

らには護岸材料の特性による採用制限 




